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■ 応募対象 全国の中学生・高校生

■ 応募方法

■ 応募締切    令和4年9月30日（金） ※当日消印有効

令和4年度

中学生・高校生 読書感想文コンクール

■ 選  考 松本清張記念館内の選考委員会により選考します。

■ 発  表

■ 賞（受賞人数等変更の場合もあります。）
○最優秀賞（１人）

○優秀賞（中学の部…１人）（高校の部…１人）

○佳 作（中学の部…３人）（高校の部…３人）

※応募用紙は記念館HPからダウンロードできます。

応 募 先
問い合わせ

〒803-0813 北九州市小倉北区城内２番３号 松本清張記念館 読書感想文コンクール係
 TEL 093-582-2761 FAX 093-562-2303

日付

富野市民センター

東郷市民センター

主催者・会場等

講演に行ってきました

（Ｍ.Ｍ）

■ 課題図書 中学生・高校生ともに下記から１作品

「砂の器」（『砂の器』上・下 新潮文庫）
「顔」（『張込み』新潮文庫）
「西郷札」（『西郷札   』新潮文庫）

若年層に清張作品に親しんでもらうとともに、表現力を学び、豊かな心を育む契機と
なればという思いから始まりました。
新時代を切り開く若者達へ、探求の人・松本清張の精神の伝達を働きかけるものです。

最優秀賞、優秀賞の受賞者には、11月中旬頃、本人と学校に通知し後日
表彰式を行います。なお、入選の結果は、当館発行の「館報」で発表する予
定です。その場合、著作権は松本清張記念館に帰属します。

※なお、最優秀賞は中学の部、高校の部で各１回ずつの受賞と限
らせていただきます。最優秀賞受賞後の応募も歓迎します。すで
に受賞した人からの応募作品が賞に該当する場合は〈特別賞〉と
して当館発行の「館報」掲載を予定しています。

○中学生、高校生ともに1200 ～ 2000字程度の読書感想文を
 書き、応募用紙に添えて提出してください。

○手書き、ワープロどちらでも結構です。ただし全体の字数がわか
 るように応募用紙に１行の字数×行数を記入してください。

○原稿は自作で未発表のものに限ります。なお応募原稿はお返し
 いたしませんので必要な人はコピーをおとりください。

1月25日

2月3日

午前9：30～午後6：00 （入館は午後5：30まで）
毎週月曜日（休日の場合は翌日）、年末年始（12/29～ 1/3）
館内整理日
一 般／600円（480円） 中・高生／360円（280円）
小学生／240円（190円） （ ）は30人以上の団体

 今年の８月は清張没後三十年となります。企画展では国

立台湾文学館と連携して「台湾ミステリーと松本清張」の

開催を予定しています。開館記念講演会では、生物学者の

福岡伸一先生をお招きします。そのほかにも研究誌発行や

研究奨励事業など、清張の業績を継承し、伝えていくため

の事業を展開していきます。

■
■

■

 

『清張さんの道を歩く会』
による紙芝居

セント
シティ

●

集
編

記
後

●

日時 6月11日（土）14 時から15時30分

場所 アクロス福岡 １階 円形ホール 

          （福岡市中央区天神 1丁目 1-1）

定員 50 名（事前予約制）

予約開始は5月1日（日）から

アクロス福岡のホームページ

またはお電話    （092-725-9100）で。

■内容 
紙芝居「清張さんの歩いた道（上・下

巻）」、「清張さんと家族の想い出」を上演。

また、同日10時～18時には、松本清張を

紹介するパネルのほか松本清張全集や松

本清張記念館企画展図録の展示、記念館

オリジナルグッズ販売等も行います。

小倉駅


